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   Ｇ０３Ｇ   9/09     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/097    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ    9/09     　　　　
   Ｇ０３Ｇ    9/097    ３６５　
   Ｇ０３Ｇ    9/087    ３３１　
   Ｇ０３Ｇ    9/087    ３２５　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３８１　

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月5日(2021.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結着樹脂及び着色剤を含有するトナー粒子を有するトナーであって、
　該着色剤が、下記式（１）で表される化合物を含有し、
　該トナー粒子中の該化合物の結晶は、ＣｕＫα線を用いたＸ線回折スペクトルにおいて
、回折角２θが５．０°以上６．０°以下の範囲に、半値幅が０．４００°以上０．４４
０°以下の回折ピークを有することを特徴とするトナー。

【化１】

（該式（１）中、Ｘ１及びＸ２は、それぞれ独立して、水素原子、塩素原子又はメチル基
を示す。）
【請求項２】
　前記半値幅が０．４１０°以上０．４４０°以下である請求項１に記載のトナー。
【請求項３】
　前記半値幅が０．４１０°以上０．４３０°以下である請求項１又は２に記載のトナー
。
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【請求項４】
　前記半値幅が０．４１５°以上０．４２５°以下である請求項１～３のいずれか１項に
記載のトナー。
【請求項５】
　前記結着樹脂が、非晶性ポリエステル樹脂を含有する、請求項１～４のいずれか１項に
記載のトナー。
【請求項６】
　前記トナー粒子が、結晶性ポリエステル樹脂を含有する、請求項１～５のいずれか１項
に記載のトナー。
【請求項７】
　前記結晶性ポリエステル樹脂と前記式（１）で表される化合物の含有質量比（結晶性ポ
リエステル樹脂：式（１）で表される化合物）が、７５：２５～３０：７０である請求項
６に記載のトナー。
【請求項８】
　前記結晶性ポリエステル樹脂が、炭素数６以上１２以下の脂肪族ジオール及びこれらの
誘導体からなる群より選ばれた少なくとも１つの化合物を含有するアルコール成分と、炭
素数６以上１２以下の脂肪族ジカルボン酸及びこれらの誘導体からなる群より選ばれた少
なくとも１つの化合物を含有するカルボン酸成分との縮重合体である、請求項６又は７に
記載のトナー。
【請求項９】
　前記トナー粒子が、ポリオレフィンに飽和脂環式化合物由来の構造部位を有するスチレ
ンアクリル樹脂がグラフト重合している重合体を含有する、請求項１～８のいずれか１項
に記載のトナー。
【請求項１０】
　前記トナー粒子が、下記式（２）で表される化合物を含有する、請求項１～９のいずれ
か１項に記載のトナー。
【化２】

［式（２）中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ６は、それぞれ独立して炭素数１～２０個のアルキ
ル基又は炭素数６～１０個のアリール基を示し、Ｒ４、Ｒ５はそれぞれ独立して、炭素数
６～１０個のアリール基、炭素数１～３０個のアシル基若しくは炭素数１～２０個のアル
キル基を示す、又は、Ｒ４とＲ５とが結合しており、Ｒ４とＲ５とが同時に結合している
窒素原子と、Ｒ４と、Ｒ５と、が含まれる環式有機官能基を示す。］
【請求項１１】
　トナー粒子を有するトナーの製造方法であって、
　非晶性ポリエステル樹脂を含有する結着樹脂、下記式（１）で表される化合物を含有す
る着色剤、及び結晶性ポリエステル樹脂を含有する混合物を二軸押し出し機により溶融混
練する溶融混練工程を含み、
　該溶融混練工程における、該二軸押し出し機の溶融混練軸のニーディング部のバレル設
定温度をＴａ（℃）とし、該結着樹脂の軟化温度をＴｍ（℃）としたときに、該Ｔａ及び
該Ｔｍが、下記式（４）を満たすことを特徴とするトナーの製造方法。
－１０≦Ｔｍ－Ｔａ≦３０　　（４）
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【化３】

（該式（１）中、Ｘ１及びＸ２は、それぞれ独立して、水素原子、塩素原子又はメチル基
を示す。）
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